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噴火映像に記録された空気振動現象

Air bivrations recorded on eruption movies
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近年，火山噴火に伴う圧力波について，主に低周波マイクロホンを用いた物理観測が世界中で精力的に行われてきて
いる。強い圧力波であれば、大気の屈折率変化や大気中の水の相変化を通じて可視化されることがあり、これまで桜島
や伊豆大島などで確認されている。一方、微弱な圧力波であっても同種の現象がおきることもあり（たとえば阿蘇山の
噴火）、映像処理によりこれを強調して可視化することが可能である。噴火発生直後の火口近傍の圧力波の特徴を知るた
めには、噴火映像の処理・解析を行うことは有効な手段である。ここでは、桜島、諏訪瀬島の噴火映像を用いて圧力波
の特徴を抽出することを試みた。

使用した映像は、1980年代に発生した桜島の噴火、および 2005年 8月 10日の諏訪瀬島の噴火を撮影したものである。
解析は、映像上の明るさの指標である輝度の時空間変化に着目して行った。輝度は各画素に対してRGBの色情報から計
算されるものであり、値が大きいほど明るく、小さいほど暗いことを表現している。また、射影された単一の画像情報
からは 3次元空間情報を獲得することができないため、火口真上方向への現象を仮定している。

噴火の発生によって、輝度の変化領域が火口から放出され、伝播していくことがわかった。この現象の見かけ上の伝
播速度は、桜島で 350-570 m/s、諏訪之瀬島で 300 m/sほどである。輝度変化は圧力波による火口上空の雲形成・消滅現
象（水の相変化）に相当すると考えられ、圧力波の圧縮相に対応した輝度が低下する領域の長さは 175 m、膨張相に対
応した輝度が上昇する領域の長さは＞ 390 mであった（桜島 A23）。また、火口上空での輝度の時間変化はマイクロホン
による観測波形に非常に類似したものである。
もちろん、3次元空間的な伝播状況の把握や、圧力波形と映像との対応性についての詳細な検討は今後必要であるが、

噴火映像の解析から導かれた上記のような圧力波の特徴は、火山爆発のモデル化にとって強い拘束条件のひとつになる
と考えられる。


